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は じ め に 

 

 

 少子高齢化が進む中、心身ともに健康で生きが

いのある充実した人生を送ることは、誰しもの願

いです。 

その中でも「食」は、私たちが生きる上で欠か

すことができないものであり、また、食べる楽し

さを通して豊かな心を育み、生きる力を与えてく

れるものだと言えます。 

加美町には、清らかな水資源があり、新鮮な米

や野菜を収穫して食せる豊かな土地に恵まれてい

ます。そして、その中で私達は、歴史によって培われた食文化や郷土料理を、

先人達より受け継いできました。 

しかし、近年、ライフスタイルや個々の価値観の多様化による食環境の変化

に伴い、孤食や食の依存化、食生活の乱れなどによる生活習慣病等の健康問題、

食に関する体験不足、食文化の喪失等の課題が取り上げられています。 

町では、平成２７年度を初年度とする加美町総合計画において、「健やかで笑

顔あふれるまち」を将来像の一つに定め、地域住民が互いに支え合い、健康づ

くりの意識を高め合いながら実践する「健幸社会」の実現を目指してまいりま

す。また、その一助となる「加美町食育推進計画」においても、第２期計画（平

成２７年度～平成３２年度）を策定し、「食育を通じた健康づくりの推進」及び

「楽しく食べる環境づくりの推進」を展開してまいりますので、一層のご理解

とご協力をお願いいたします。 

 結びに、本計画の策定にあたりご尽力をいただきました「加美町食育推進検

討会議委員」及び「第２期加美町食育推進計画策定委員」の皆様をはじめ、ご

指導・ご助言を賜りました仙台白百合女子大学の佐々木裕子先生に心より感謝

申し上げます。 

 

 

平成２７年３月 

 

 

加美町長 猪股 洋文   
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第１章 計画策定の背景 

 

１．計画の見直しにあたって 

近年、ライフスタイルや食に関する価値観の多様化により、食生活を取り巻

く環境は大きく変化し、食習慣の乱れや栄養の偏り、食べ物を大切にする意識

の欠如など、食に起因する様々な問題が発生しています。 

このような状況の中、国では「国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊

かな人間性をはぐくむ」ことを目的として、平成１７年７月「食育基本法」を

施行し、国民運動として食育に取り組み計画的に推進するため、平成１８年３

月に「食育推進基本計画」、平成２３年に「第２次食育基本計画」を策定しまし

た。 

 加美町においても、子どもに焦点をあてた食育を推進し、食環境を整え望ま

しい食行動に取り組む住民が増えることを目的に、平成２０年３月「加美町食

育推進計画」を策定しました。今般７か年の推進期間の評価と課題を踏まえ、

今後も食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、よりよい住民の生活の

質の向上を目的に「第２期加美町食育推進計画」を改定するものです。 

 

２．国及び県の計画の動向 

  

  

※食育とは 

 生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと

位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選

択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること

であり、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくんでい

く基礎となるものである。            （「食育基本法」より） 

【国】第２次食育推進基本計画 

（平成２３年３月策定） 

コンセプト 

 「周知」から「実践」へ 

重点課題 

①生涯にわたるライフステージ

に応じた間断ない食育の推進 

②生活習慣病の予防及び改善に

つながる食育の推進 

③家庭における共食を通じた子

どもへの食育の推進 

【県】第２期宮城県食育推進プラン 

（平成２３年７月策定） 

①健全な食生活に必要な知識の習得

と実践能力の育成 

②五感を使って健やかな心身を育む

食育 

③宮城の風土に育まれた食材・食文

化の理解 

④安全安心な食品の供給と関係者間

の信頼関係構築 

⑤多様な機関の連携・協力による食

育の推進 
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第２章 加美町の現状 

 

１．加美町の状況 

 ①加美町の人口及び世帯数の推移 

  人口は減少傾向にありますが、世帯数は増加傾向にあり、１世帯あたりの 

人数が減少しています。平成２年と平成２２年の国勢調査結果を比較すると、 

年齢３階級別人口では１５歳未満及び１５～６４歳が著しく減少し、６５歳 

以上が１．５倍に増加しています。特に、１５歳未満の人口は５割に減少し 

ています。 

   

    

資料：国勢調査 

 ②産業別就労者割合の推移 

  国勢調査における産業別就労者の割合は、第一次産業が減少し、第三次産 

業が増加傾向にあり、平成２２年には第三次産業が全体の５割を超えていま 

す。 

   
   資料：国勢調査 
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用語の解説 

 第一次産業…農業、林業、漁業、鉱業など 

 第二次産業…製造業、建設業、電気・ガス業など 

 第三次産業…小売業、サービス業など 

 

 ③農家数の推移 

農家数は平成２年の３，７０５戸から平成２２年には１，６５５戸まで減

少しています。特に、第２種兼業農家が大幅に減少していますが、自給的農

家は平成１７年以降増加しています。 

  

資料：農林業ルネサンス、2010年世界農林業ルネサンス 

用語の説明 

第一種兼業農家…農業所得を主とする兼業農家 

第二種兼業農家…農業以外の所得を主とする兼業農家 

自給的農家…経営耕地面積が３０a未満かつ農産物販売金額が５０万円未満の農家 

 

④女性の就業率の推移 

女性の就業率に大きな変化は見られませんでした。平成２２年の宮城県は

５６．６％となっており、加美町は就業率が高い状況にあります。 

  

  資料：国勢調査 
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２．健康に関する状況 

①加美町の死因別死亡割合 

 

 

三大疾病（悪性新生物・脳血

管疾患・心疾患）が５割を占め

ています。平成２０年から２２

年の統計によると、脳血管疾患

の標準化死亡比では、男性が

１．５倍で県内ワースト５位、

女性も１．５倍で県内ワースト

６位となっています。 

 

 

資料：宮城県衛生統計年報（H23） 

 

②BMI２５以上の割合 

 

県内でも肥満者の割合が高い状況です。 

平成２２年の県の統計によると、加美町 

は、男性が県内ワースト５位、女性が県 

内ワースト４位でした。 

③血圧異常者の割合 

 

県平均とほぼ同じ割合ですが、加美町

の受診率では、高血圧が１位となってい

ます。 

 

④LDLコレステロール異常者の割合 

 

県及び管内平均とほぼ同じ割合です。 

 

 

 

⑤血糖（HbA1c）異常者の割合 

 

県平均、管内平均と大きな差は見られ

ませんでした。しかし、６割以上の人が

異常という判定をうけています。 
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⑥運動習慣のある人の割合 

 

習慣的に運動をしている人の割合は低 

い状況です。“仕事も運動”ととらえる意 

識がみられます。 

 

⑦喫煙者の割合

 

県や管内と比較すると、加美町は高い

状況にあります。たばこが体に与える害

についての啓発強化、分煙の推進を図り

ます。 

資料：特定健診・特定保健指導法定報告（H24） 

 

⑧３歳半及び１歳半のむし歯の有病者割合 

 

県と比べ１歳６か月児で高く、全国と比 

べると３歳６か月児及び１歳６か月児で割 

合が高い状況です。 

資料：３歳児健康診査及び１歳半健康診査より 

（厚生労働省） 

⑨未処置歯のある人の割合 

 

全国に比べ、小学生の未処置歯のある 

割合が高い状況です。 

資料：学校保健統計調査より 
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第３章 第１期食育推進計画の評価 

 

１．目標への取り組み状況 

１）おいしく食べよう朝ごはん 

  望ましい生活習慣確立のため、県教育委員会が中心となって展開している『はや 

ね・はやおき・あさごはん』推奨運動を推進しました。小中学校はもとより、保育 

所、幼稚園、認定こども園、乳幼児健診等様々な場面において啓発しました。 

  特に、「毎日朝ごはんを食べる」については子どもを持つ母親に対して啓発に努 

めるとともに、「朝食に主食・主菜・副菜のある食事をする」については、地区健 

康教室など成人対象の事業において重点的に取り組みました。 

 

２）元気なからだをつくろう 

  『加美町っ子は夕食をたべたら歯みがき』をキャッチフレーズに展開しました。 

適正体重及びむし歯予防の観点から、「夕食後のおやつをほぼ毎日食べている人 

の割合」及び「甘味のついた飲み物をほぼ毎日飲んでいる人の割合」を下げるため、 

手作りのポスターやチラシを作成しました。それらを、関係部署の協力を得て、様々 

な場面を活用して配布し啓発するなど、加美町の健康課題を多くの住民に周知しま 

した。 

 

３）「作って」・「食べて」加美町のよさを感じよう 

  食農体験分野は、農林課やグリーン・ツーリズム推進協議会で取り組んでいるた 

め、情報交換及び連携についての協議を定期的に実施しました。 

  「自分で食事を作ることができる」子ども達を増やすため、児童館事業や放課後 

児童クラブ、子ども会行事、中学生の保健委員会活動等を活用し、食生活改善推進

員の協力を得、子ども食育教室等を開催しました。健康講話や調理実習をとおして、

自分で選択し実践できるよう推進しています。 

  また、地場産食材使用率向上のため、農林課と連携しながら学校栄養士やＪＡ、 

生産者と一緒に「地場産食材統一献立の日」を企画し、定期的に開催しています。 

 

４）計画の推進体制 

  子どもの手本となる大人の食習慣をより良くするため、全行政区において年１回

地区健康教室を開催できるよう保健推進員に働きかけ、「うす味に心がける住民の

増加」を図るため、様々な事業において啓発しました。 

  また、食育推進に関わるボランティアである食生活改善推進員会の養成及び育成 

のための研修会開催、主体的な活動推進のための支援を行いました。 

 関係部署との連携を図り協力体制を強化するため、加美町食育推進庁内連絡会議

と加美町学校行政栄養士連絡会議を定期的に開催しました。また、計画の進捗管理 

及び評価機関として食育推進計画検討会議を開催し、目標達成に向けての意見交換

及び協働による食育への取り組みを行いました。 
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２．達成状況 

  指標の目標達成率は３６％、未達成率は３１％でした。特に、「小学生の朝食孤 

食率」「小学生の肥満割合」「甘味の付いた飲み物を飲む割合」「むし歯の処置完了 

者割合」は、初年度よりも悪化していました。 

キャッチフレーズ：「食」の輪で元気な加美町っ子
か み っ こ

を育てよう 

◎：目標値を達成  ○：当初より改善 △：当初より悪化 

視点 指  標 
 第Ⅰ期プラン 

評価 
対 象 目標値 当初 H25評価 

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
活
気
の
あ
る 

楽
し
い
食
生
活
の
実
現 

７時まで起きる子の割合 小学生 95%以上 90% 96.2% ◎ 

食事のお手伝いをする子

の割合 
小学生 75%以上 71.5% 78.2% ◎ 

気分よく目覚める子の割

合 
小学生 80%以上 74.7% 74.5% △ 

毎日朝ごはんを食べる人

の割合 

小学生 95%以上 88.8% 91.1% ○ 

中学生 90%以上 82.6% 86.7% ○ 

高校生 80%以上 74.5% 80.1% ◎ 

保護者 85%以上 81.9% 80.9% △ 

朝食に主食・主菜・副菜の

ある食事をする人の割合 

３歳児 45%以上 41.4% 47.8% ◎ 

小学生 45%以上 20.5% 27.8% ○ 

保護者 45%以上 33.8% 28.4% △ 

朝食を一人で食べる子の

割合 
小学生 10%以下 13.6% 14.4% △ 

健
康
的
な
生
活
の
実
践 

小学生の肥満児童の割合 

５年生 

男子 

女子 

 

13%以下 

10%以下 

 

17.3% 

11.3% 

（H24） 

20.1% 

13.4% 

 

△ 

△ 

甘味ついた飲み物をほぼ

毎日飲む人の割合 
小学生 30%以下 35.8% 38.1% △ 

夕食後のおやつをほぼ毎

日とっている人の割合 
小学生 30%以下 31.5% 28.4% ◎ 

楽しく体を動かす機会を

もつ人の割合（スポ少加入

率） 

小学生 

中学生 
35%以上 33.5% 34.8% ○ 

むし歯の本数 
３歳児 

小学６年生 

1.0 本以下 

1.5 本以下 

1.9本 

1.7本 

1.47本 

1.55本 

○ 

○ 

歯の健康に関する学習回

数 
 増加 ３回 １１回 ◎ 

処置完了者 小学６年生 50%以上 40.0% 31.2% △ 
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項目 指  標 
 第Ⅰ期プラン 

評価 
対 象 目標値 当初 H25評価 

加
美
町
の
豊
か
な
食
材
と
食
文
化
の
満
喫 

毎日、朝食に野菜料理を食

べる人の割合 
小学生 30%以上 26.9% 34.2% ◎ 

食事が作れる子どもの割

合 
中学生 75%以上 68.9% 70.7% ○ 

児童生徒の食農体験支援

校数 
小学生 

中学生 
１３校 １１校 １２校 ○ 

環境教育の充実 

環境保全米の作付面積  1,000ha 517ha 515ha △ 

学校給食の地場産食材使

用率 

６月 

９月 

40%以上 

50%以上 

32.8% 

46.0% 

34.6% 

44.5% 

○ 

△ 

地場産食材使用統一 

メニューの実施回数 
 年２回以上 １回 ３回 ◎ 

誇れる食材の利用率 

 
65%以上 

― 

59.0% 

― 

62.2% 

― 
○ スーパーや商店での加美

町食材取扱店が増える 

郷土料理（伝えたい料理）

伝承教室の開催回数 
 年１０回以上 ― ３回 △ 

計
画
の
推
進
体
制 

うす味を心がけている 

住民 

 

男性 

女性 

 

20% 

26% 

 

22％ 

29％ 

（H26） 

21% 

27% 

◎ 

◎ 

健康教室を年１回以上実

施している行政区の割合 
 90% 65％ 97% ◎ 

「食事バランスガイド」を

知っている人の割合 

小学生 55% 48.9% 69.6% ◎ 

中学生 65% 58.9% 74.7% ◎ 

高校生 50% 46.0% 66.9% ◎ 

保護者 50% 45.4% 49.6% ○ 

食生活改善推進員の活動

対象延人数 
 

延べ 

12,500人 

延べ 

7,485人 

延べ 

5,499人 
△ 

食育推進検討会議の開催

回数 
 年３回 年２回 年２回 ○ 

 

評価 個数 割合 

◎（目標値を達成） １４ ３６．８％ 

○（当初より改善） １２ ３１．６％ 

△（当初より悪化） １２ ３１．６％ 

計 ３８ １００．０％ 
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３．分析と評価 

１）生活リズムを整え、活気のある楽しい食生活の実現 

①７時までに起きる人の割合 

 

 

若干ではありますが、早く

起きる人の割合が増加しま

した。年齢が上がるにしたが

い、早く起きる人の割合は減

少しています。小学生では９

割以上の人が７時前に起き

ていました。 

 

②食事のお手伝いをする人の割合 

 

 

中・高校生で、大きな変化

は見られませんが、小学生で

は増加傾向にありました。お

手伝いの内容を見ると、「食

器を並べる」「あと片付けを

する」「分ける」が多い傾向

にありました。 

 

③気分よく目覚める人の割合 

 

 

どの年代も大きな変化は

見られませんでした。気分よ

く目覚めるためには、就寝時

間が大きく影響します。早く

就寝する人ほど「起床時の気

分は良い」と答える傾向が見

られました。 

 

④毎日朝ごはんを食べる人の割合 

 

 

小学生では９割以上が毎

日食べています。しかし、年

齢が上がるにしたがい、朝食

を食べない割合が増えてい

ます。食べない理由を見る

と、「食べたくない」「時間が

ない」が多く、年齢が上がる

につれて「習慣」と答える傾

向が見られます。 

90.0 
81.8 

72.5 

96.2 
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100.0
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74.7 
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62.3 58.7 
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100.0

小学生 中学生 高校生

Ｈ20 Ｈ25
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⑤朝食に主食・主菜・副菜のある食事をする人 

の割合 

 

 

 

朝食で、主食・主菜・副菜

がそろったバランス良い食

事をしている割合は低い状

況です。幼児期から学童期に

なると、半分に減少します。

保護者は３割程度です。 

 

 

⑥朝食を一人で食べる人の割合 

 

 

年齢が上がるにしたがい、

朝食を一人で食べる割合が

増えています。特に高校生

は、４割の方が一人で朝食を

食べています。一人で食べる

食事は「楽しくない」と答え

る割合は高い傾向にありま

す。 

 

２）健康的な生活の実践 

①小学生肥満児童の割合（５年生） 

 

 

加美町の肥満傾向者の割

合は増加しています。県平均

を見ても平成２５年学校保

健統計調査における肥満傾

向児出現率では、中学１年生

男子が全国１位、小学４年及

び５年生の女子が２位とな

っています。 

②甘味のついた飲み物をほぼ毎日飲む人の割合 

 

 

毎日飲む人の割合は、中・

高校生で増加しています。

「ほぼ毎日飲む」と答えた人

の６割は、１日 500ml 以上

飲んでいます。 

41.4 
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33.8 

47.8 

27.8 
21.8 

17.4 

28.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

３歳児 小学生 中学生 高校生 保護者

Ｈ20 Ｈ25

13.6 

31.3 

46.7 

14.4 

26.7 

42.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

小学生 中学生 高校生

Ｈ20 Ｈ25

17.3 

11.3 

21.3 

13.4 

0.0

10.0

20.0

30.0

男子 女子

Ｈ20 Ｈ24

35.8 
32.6 

40.1 

29.9 

38.1 40.8 
47.8 

32.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

小学生 中学生 高校生 保護者

Ｈ20 Ｈ25
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③夕食後にほぼ毎日おやつをとっている人の割合 

 

  

小学生以外で、増加しまし

た。就寝時間が早い人ほど

「食べない」と答える割合が

高い傾向にあります。よく食

べる物については、「アイス」

「お菓子」「ジュース」と答

えています。 

④楽しく体を動かす機会を持つ人の 

割合（スポ少加入率） 

 

小・中学生の３割以上が、習慣的 

に運動をしています。スイミング等 

個人的なものも含めると割合はもっ 

と高いと思われます。 

⑤一人当たりむし歯の本数 

 

  ３歳児健診で減少傾向が見られまし

た。むし歯保有率は、県と大きな差は 

ありません。 

⑥歯の健康に関する学習回数 

 

 大幅に増加しました。出前健康教 

育等で、幼稚園・保育所・小学校な 

どから依頼を受け、歯みがきや食育 

指導を継続的に実施しました。 

⑦処置完了者の割合（小学６年生） 

 

 むし歯等の処置完了者割合は、減少 

しました。児童に対するむし歯予防啓 

発だけでなく、歯科医院への通院も含 

めた保護者への働きかけが重要だと思

われます。 

 

31.5 
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３）加美町の豊かな食材と食文化の満喫 

①毎朝、朝食に野菜料理を食べている人の割合 

 

 

大きな変化は見られません

でしたが、小学生で増加、保護

者で減少しています。 

「よく食べる野菜料理」では、

「サラダ」「炒め物」の順に多

くなっています。 

②食事が作れる子どもの割合 

 

 

大きな変化は見られません

でした。７割の人が「一食分の

食事を作ることができる」と答

えていますが、高校生でも作る

ことができない人がいます。 

③児童生徒の食農体験支援校数 

 

④環境保全米の作付面積（単位：ha） 

  

⑤学校給食の地場産食材使用率 

 

使用率は、県内でも高い状況です。 

⑥地場産食材統一献立実施回数 

  

町内の保育所、幼稚園、認定こども園、

小中学校等で年３回実施しました。 
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⑦誇れる食材の利用率 

  

大きな変化見られませんでした。 

加美町の特産品や地場産品の家庭に 

おける利用率は、６割を超えていま 

す。 

⑧郷土料理（伝えたい料理）伝承教室の

開催回数 

  

食の文化祭や小学生食育教室等の中

で実施しています。各地区１回程度の開

催を目指しています。 

  

４）計画の推進体制 

①うす味に心がけている住民の割合 

（住民健診時アンケート調査結果） 

 

大きな変化は見られませんでした。

男性の関心度が向上するような働き 

かけも必要だと思われます。 

 

②健康教室を年１回以上実施する行政 

区の数 

 

７９行政区ある行政区のうち、ほぼ全

行政区で実施することができました。 

③「食事バランスガイド」を知っている人の割合 

 

 

「食事バランスガイド」の

普及は、全国での取り組みで

す。様々な食品のパッケージ

に記載されており、多くの方

の目に触れるため周知度は増

加しました。今後は、内容を

理解してもらうための取り組

みが必要だと思われます。 
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④食生活改善推進員の活動対象延人数 

  

減少傾向にあります。会員数の減少

と高齢化、母子を対象とした事業が減

少している現状があります。 

⑤食育推進検討会議の開催回数 

 平成２０年度より継続的に年２回の

会議を開催し、達成状況や取り組みにつ

いての意見交換を行いました。 
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第４章 食をめぐる課題 

 

１．食習慣に関する状況 

①朝食欠食者の割合 

  
左側のグラフでは、「朝食を食べない方が多い」人の割合を示しています。同じ

調査ではないため単純に比較はできませんが、県や全国より欠食割合は低い傾向に

あります。 

左資料：加美町食習慣アンケート調査（H25） 

右資料：第２期宮城県食育推進プラン 

②朝食の内容 

        加美町                 宮城県 

  

同じ調査ではないため単純に比較はできませんが、加美町は朝食におかず（主

菜・副菜）がそろわない傾向が見られます。 

左資料：食習慣アンケート調査（H25） 

右資料：第２期宮城県食育推進プラン 

1.9 

3.0 

5.4 
5.2 

0.0

2.0

4.0

6.0

小学生 中学生 高校生 保護者

H25加美町

2.6 

3.6 

5.5 

6.7 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

宮城県

（小6）

全国

（小6）

宮城県

（中3）

全国

（中3）

H22

24.0 

18.3 

44.2 

79.2 

30.9 

25.1 

48.0 

83.4 

35.6 

34.2 

46.5 

85.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

汁物

副菜

主菜

主食

小学生

中学生

高校生

58.2 

21.5 

50.0 

94.6 

69.8 

25.2 

60.0 

95.6 

80.0 

33.0 

66.8 

96.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

汁物

副菜

主菜

主食

宮城県（小5）

宮城県（中2）

宮城県（高2）



16 

③漬物を１日何回食べるか 

 

 

「ほとんど食べない」及

び「１日１回食べる」と答

えた人は、半数以上を占め

ています。 

 

 

 

資料：住民健診時アンケート調

査（H26） 

④甘味のついた飲み物を飲む人の割合 

 

「ほぼ毎日、甘味のついた飲み物を飲む」と答えた人のグラフです。平成２５年

７月調査で暑い時期ではありましたが、高校生を見ると７割以上の人が１日５００

ml以上飲んでいます。小・中学生でも半数以上を占めていました。 

資料：食習慣アンケート調査（H25） 

⑤夕食後におやつを食べる人の割合 

 

どの年代も、週の半分以上、夕食後におやつを食べていると答えています。 

資料：食習慣アンケート調査（H25） 
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⑥誰かと一緒に食事をしている人の割合 

 

どの年代も、夕食の方が「一人で食べることはほとんどない」と答えています。

しかし、朝食を「一人で食べることがほとんどない」と答えた中・高校生は、半数

に満たない状況です。 

資料：食習慣アンケート調査（H25） 

⑦食事時間を楽しいと思う人の割合 

 

年齢が上がるにつれて「楽しい」と感じる割合は低くなっています。しかし、 

９割合以上の人は、「楽しい」または「ふつう」と感じています。 

資料：食習慣アンケート調査（H25） 
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第５章 第２期計画の策定 

 

１．計画の位置付け 

 本計画は、食育基本法の目的・基本理念を踏まえ同法第１８条第１項に規定す

る市町村食育推進計画です。 

 国及び県計画との整合性を図るとともに、町の上位計画となる「加美町総合計

画」、「加美町第Ⅱ期健康増進計画」をはじめ、各種関連計画との整合性と調和を

図ります。 

【国】 

食育基本法（平成１７年７月施行） 

第２次食育推進基本計画（平成２３年３月） 

 

 

 

【宮城県】 

第２期宮城県食育推進プラン 

（平成２３年７月） 

 

【加美町】 

第２期加美町総合計画 

（平成２７年３月策定） 

 

加美町第Ⅱ期健康増進計画 

（平成２３年３月策定） 

 

第２期加美町食育推進計画 

（平成２７年３月策定） 

 

２．計画の実施期間 

本計画の実施期間は、国や県の第２次食育推進計画に合わせ、平成２７年度か

ら平成３２年度までの６年間とします。社会情勢の変化や食をめぐる状況に変化

が生じた場合には、計画期間内であっても必要に応じて見直しを行うものとしま

す。 

年度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

★食育基本法制定 

食育基本計画  食育基本計画 第２次食育基本計画  

宮城県食育推進 

プラン 

 
宮城県食育推進プラン 

第２期 

宮城県食育推進プラン 
 

加美町食育推進 

計画 

  第２期 

加美町健康増進 

計画 

加美町健康増進計画 

（げんき加美町２１） 

加美町第Ⅱ期健康増進計画 

（～平成３１年度） 

第２期宮城県食育 

推進プラン 

加美町子ども・子育て支援事業計画

（平成２７年～平成３１年） 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

（平成２７年～平成２９年） 

第２次みやぎ２１ 

健康プラン 

（～平成３２年度） 
加美町食育推進計画 
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３．計画の基本方針及び内容 

 平成２０年度に策定した「加美町食育推進計画」に基づき、食育に関する様々

な取り組みをしてきました。第２期計画（平成２７年度から平成３２年度）では、

第１期計画と同様に子どもに焦点をあて、大人を巻き込んだ推進活動を展開して

いきます。また、加美町の食に関する課題を絶え間なく住民に周知し、関係機関

の連携により地域全体で取り組む仕組みづくりを構築していきます。 

 

【方針】      【目 標】       【食育への取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
食
」
の
輪
で
元
気
な
加
美
町
っ
子

か

み

っ

こ

を
育
て
よ
う 

１．砂糖と塩分を 

減らそう 

２．加美町のおいしい 

お米や野菜の 

うま味を知ろう 

３．家族一緒に楽しく 

食事をしよう 

（１）食育を通した健康づく 

りの推進 

 

（２）適正摂取に関する啓発 

（１）食農体験の充実 

 

（２）地場産食材の利用拡大 

（１）楽しく食べる環境づく 

りの推進 

 

（２）食事マナーや食文化の 

伝承 

計画推進の基本的な視点 

１）加美町の「食に関する課題」を広く住民に周知する 

２）地域、団体などと協働で、社会全体で食育を意識し、望ましい 

食行動が実践できるようにする 
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４．取り組み及び目標値の設定 

 第１期計画の数値目標は、健康増進計画の目標値と重なる項目が多数設定さ

れていました。そのため、健康増進計画の“食分野”を深く掘り下げた内容と

いう印象が強かったこともあり、本計画では“実践”を強調するために「誰に

対して」「何を」「どのくらい」するのかという量的指標を設定し、より一層の

展開を図ります。 

 

目標１）砂糖と塩分を減らそう 

 

 

 

 

 

 

 

（１）食育を通した健康づくりの推進 

○主食・主菜・副菜をそろえて食べる人の増加 

 ⇒朝食をバランスよく食べている人の割合は、３歳６か月児健診で４７％、

小学生になると２７％に減少します。午前中のエネルギー源となる朝食を

バランスよく食べる必要性を理解し、実践できる住民の増加を目指します。 

また、長期休暇や土日開催事業等への参加希望者は年々減少傾向にあるた 

め、学校の振替休日を利用した開催（放課後児童クラブや児童館等）、祖父 

母参観、学校ＰＴＣ活動等の協力を得ながら事業を展開します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

朝食で主食・主菜・副菜をそろえて食べ

る人の割合 

３歳児 

４７．８％ 

３歳児 

６０％ 

小学生 

２７．８％ 

小学生 

４０% 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

保育所、幼稚園、認定こども園での食育

講話等の開催 
各施設年１回 各施設年１回 

出前健康教室での啓発 ７回 ７回 

学校での食育ミニ講話 未把握 各校年１回 

従事職員対象の研修会の開催 年１回 年１回 

健康のつどい等での啓発 １回 １回 

 

 加美町には、作付面積が多いもち米を使用したふるまい料理や、サラダ油

で炒めた後に砂糖やみりんを加えた煮もの、自宅で栽培した食べきれない野

菜を多種多様な漬物にしたお茶受けといった食文化があります。また、清涼

飲料水などの箱買いなど様々な食に関わる習慣により、糖分や塩分の過剰摂

取による健康への影響が懸念されるため、正しい選択による望ましい食行動

が身につけられる住民が増えるよう取り組んでいきます。 
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（２）適正摂取に関する啓発 

○甘味のついた飲み物を飲む人の減少 

  ⇒熱中症予防やスポーツ時の水分補給として飲む頻度の高いスポーツ少年団

や部活動において、適正摂取に関する啓発を強化する必要があると思われ

ます。特に、スポーツ少年団指導者協議会への協力依頼、地区行事や会議

等での清涼飲料水の配布についても理解を得、口腔衛生についても働きか

けます。また、乳幼児健診や保育所、認定こども園等でも望ましい水分補

給のあり方について継続的に啓発していきます。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

甘味のついた飲み物をほぼ毎日飲む人の

割合 

小学生 

３８．１％ 

小学生 

３０％以下 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

スポーツ少年団を対象とした啓発 年０回 年１回以上 

乳幼児健康診査及び育児相談時の啓発 ６事業 ６事業 

保育所、認定こども園、幼稚園等での啓

発 
全８か所 全８か所 

  

○夕食後に間食をする人の減少 

  ⇒加美町は成人の肥満者割合が、県内でも５位と高い状況にあります。子ど 

もの頃から規則正しい食習慣を身につけることで、適正体重者の増加を目 

指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

夕食後におやつを食べる人の割合 
小学生 

２８．４％ 

小学生 

２０％以下 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

食育啓発チラシの配布協力 町内全施設 町内全施設 

  

○塩分摂取量の減少 

  ⇒加美町は、日常的に食事やお茶受けで漬物を食べる食文化があります。ま 

た、かけ醤油や加工品等の利用頻度についても適正な塩分摂取を習慣化す 

ることで、将来の脳血管疾患等の疾病予防につなげます。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

うす味を心がけている人の割合 
男性２１％ 

女性２７％ 

男性３０％ 

女性３０％ 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

地区健康教室における適塩の啓発 １１行政区 ７９行政区 
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目標２）加美町のおいしいお米や野菜のうま味を知ろう 

 

 

 

 

 

 

（１）食農体験の充実 

 ○小学校同士による農業体験の場を拡大する 

  ⇒グリーン・ツーリズム推進会議による加美町内の小中学校と他市町村の農 

業体験が実施されています。今後は、加美町内の学校同士が交流体験事業 

を開催できることを目指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

食農体験のコラボ交流数 ０回 １回 

 

 ○農業指導支援者の協力 

  ⇒保育所、認定こども園、幼稚園等において、園児達が様々な野菜の栽培に 

取り組んでいます。多くの施設は、職員が生育管理を行っていますが、農 

業指導支援者によって的確な栽培を指導して頂きながら、子ども達が収穫 

の喜びを体験できることを目指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

農業指導支援者の協力がある園・小学校 ５園・６小学校 ５園・９小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加美町では、地場産のお米や野菜が身近にあり、町ぐるみで特産品の利用

に力を入れています。しかし、農業従事者の減少や家庭における栽培体験の

希薄さ、加工食品や小麦の利用増加という現状があります。安全で新鮮なお

いしい食材への感謝の心が醸成し、地場産食材の利用頻度が向上するよう取

り組んでいきます。 
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（２）地場産食材の利用拡大 

○加美町特産の米や野菜を食べる頻度の増加 

  ⇒加美町の特産品である米や、新鮮な野菜を日常生活の中でバランスよく食 

べる人が増加することで、地場産食材の利用拡大を目指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

１日３回お米を食べる人の割合 
小学生 

５０．６％ 

小学生 

５５％ 

毎朝野菜料理を食べる人の割合 
小学生 

３４．２％ 

小学生 

４０％ 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

小学生、中学生対象の食育教室の開催 
小学生 ６回 

中学生 ３回 

小学生 ６回 

中学生 ３回 

 

 ○地元の食材を味わう機会の増加 

⇒学校給食における加美町産食材の使用割合の増加により、安全安心な食材 

の利用を目指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

学校給食の地場産食材利用率 

６月 

３４．６％ 

６月 

４０％ 

９月 

４４．５％ 

９月 

５０％ 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

「地場産食材使用統一献立の日」実施 ２回 ２回 
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目標３）家族一緒に楽しく食事をしよう 

 

 

 

 

 

 

 

（１）楽しく食べる環境づくりの推進 

 ○みんなで食事を楽しむ住民の増加 

  ⇒食事は、誰かと一緒に食べることでよりおいしく感じることができます。 

食事を楽しいと感じることで食への関心を高め、家族とのより良いコミュ 

ニケーションづくりを目指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

家族団らんの食事を実践している人の割

合 

未把握 

（中間評価で把握） 
１０％増加 

朝食を一人で食べることがある人の割合 

小学生 

３４．４％ 

小学生 

３０％ 

中学生 

５３．１％ 

中学生 

５０％ 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

「家族団らんの日」の設定と推進 未実施 実施 

「みやぎ食育推進月間」（１１月）におけ

る啓発 
未実施 実施 

 

 ○調理に携わる機会の増加 

  ⇒食事に関するお手伝いや調理をとおして、子ども達の食への自立を促し、 

食への関心を持つ住民の増加を目指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

親子で調理する機会がある人の割合 
未把握 

（中間評価で把握） 
１０％増加 

食事を作ることができる子どもの割合 
中学生 

７０．７％ 

中学生 

７５％ 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

おやこ食育教室の開催（子育て支援セン

ター共催） 
年１４回 年３回 

中学生食育教室の開催 年３回 年３回 

 家族や仲間と一緒に食事をすることで、共に食べる楽しさや喜びを感じ親

子間の愛着形成が深まるだけでなく、食事におけるマナーを身につける場

と、食文化の伝承につながります。また、幼児期からの調理体験は自分で調

理して食べることができる「食への自立」を促し、おいしいと分かる「五感

の育成」も育みます。人々の豊かな心と絆を育む「共食」に取り組んでいき

ます。 
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（２）食事マナーや食文化の伝承 

 ○正しい食事マナーの啓発 

  ⇒保育所、認定こども園、幼稚園、小・中学校等の毎日の給食場面を活用し、 

食前食後のあいさつ、正しい箸の持ち方や使い方などについて伝えていき 

ます。また、家庭においても、子どもと一緒にとる食事の中で伝えていく 

ことの有効性について啓発していきます。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

「いただきます」「ごちそうさま」のあい

さつをする人の割合 

小学生 未把握 

中学生 未把握

（中間評価で把握） 

小学生 

１０％増加 

中学生 

１０％増加 

正しく箸を持つことができる人の割合 

小学生 未把握 

中学生 未把握 

（中間評価で把握） 

小学生 

１０％増加 

中学生 

１０％増加 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

保育所、認定こども園、幼稚園等でのミ

ニ講話 
７回 各２回 

小・中学校における啓発用チラシの配布 未実施 町内全校 

食育教室等における啓発 
小学校 ３回 

中学校 ３回 

小学校 ３回 

中学校 ３回 

給食時における啓発 

（毎月１９日の「食育の日」の活用） 

未実施 

（中間評価で把握） 
町内全校 

 

 ○郷土料理や伝えたい料理の伝承教室の開催 

  ⇒平成２５年１２月にユネスコ無形文化遺産にも登録された、『和食：日本人

の伝統的な食文化』の良さを様々な場面で伝承していきます。特に、加美

町の「餅」や「和えもの」などの食文化を絶やすことのないよう、食生活

改善推進員の協力を得ながら、子ども達に対しての伝承料理教室等の継続

的な開催を目指します。 

行動変容の指標 現状値 平成３２年度 

家庭における行事食の実施率 
未把握 

（中間評価で把握） 
１０％増加 

指標を達成するための取り組み 現状値 平成３２年度 

「和食の日」（１１月２４日）の啓発 未実施 年１回 

食育教室等での和食の活用 ― ― 

伝承料理教室の開催 年１回 年１回 
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第２期加美町食育推進計画一覧表 

方 針 目 標 食育への取り組み 行動変容の指標 

「
食
」
の
輪
で
元
気
な
加
美
町
っ
子

か

み

っ

こ

を
育
て
よ
う 

 

１．砂糖と塩分を 

減らそう 

（１）食育を通した 

健康づくりの 

推進 

朝食で主食・主菜・副菜そろえて食べる

人の割合 

（２）適正摂取に関 

する啓発 

甘味のついた飲み物をほぼ毎日飲む人

の割合 

夕食後におやつを食べる人の割合 

うす味を心がけている人の割合 

２．加美町のおい 

しいお米や 

野菜のうま 

味を知ろう 

（１）食農体験の 

充実 

食農体験のコラボ交流数 

農業指導支援者の協力がある園・小学校 

（２）地場産食材の 

利用拡大 

1日 3回お米を食べる人の割合 

毎食野菜料理を食べる人の割合 

学校給食の地場産食材使用率 

３．家族一緒に楽 

しく食事を 

しよう 

（１）楽しく食べる 

環境づくりの 

推進 

家族団らんの食事を実践している人の

割合【小・中・高】 

朝食を一人で食べることがある人の割

合 

親子で調理する機会がある人の割合 

【幼・小】 

食事を作ることができる子どもの割合 

（２）食事マナーや 

食文化の伝承 

「いただきます」「ごちそうさま」のあ

いさつをする人の割合 

正しく箸を持つことができる人の割合 

家庭における行事食の実施率 
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現状値 目標値 指標を達成するための取り組み 現状値 目標値 

３歳児 

47.8％ 

 

小学生 

27.8％ 

3歳児 

60％ 

 

小学生 

40％ 

保育所、幼稚園、認定こども園での食

育講話等の開催 

各施設 

年１回 

各施設 

年１回 

出前健康教室での啓発 ７回 ７回 

学校での食育ミニ講話 未把握 各校年１回 

従事職員対象の研修会の開催 年１回 年１回 

健康のつどい等での啓発 １回 １回 

小学生 

38.1％ 

小学生 

30％以下 

スポーツ少年団を対象とした啓発 年０回 年１回以上 

乳幼児健康診査及び育児相談の啓発 6事業 6事業 

保育所、認定こども園、幼稚園等での

啓発 
全８か所 全８か所 

小学生 

24.8％ 

小学生 

20％以下 
食育啓発チラシの配布協力 町内全施設 町内全施設 

男性 21％ 

女性 27％ 

男性 30％ 

女性 30％ 
地区健康教室における適塩の啓発 11行政区 79行政区 

０回 １回    

５園・６校 ５園・９校    

小学生 

50.6％ 

小学生 

55％ 
小学生、中学生対象の食育教室の開催 

小学生６回 

中学生３回 

小学生６回 

中学生３回 小学生 

34.2％ 

小学生 

40％ 

6月34.6％ 

9月44.5％ 

6月 40％ 

9月 50％ 
「地場産食材統一献立の日」実施 2回 2回 

未把握 10％増加 「家族団らんの日」の設定と推進 未実施 実施 

小学生 

34.4％ 

中学生 

53.1％ 

小学生 

30％ 

中学生 

50％ 

「みやぎ食育推進月間」（11月）に 

おける啓発 
未実施 実施 

未把握 10％増加 
おやこ食育教室の開催 

（子育て支援センター共催） 
年 14回 各３回 

中学生 

70.7％ 

中学生 

75％ 
中学生食育教室の開催 年 3回 年 3回 

未把握 

小学生 

10％増加 

中学生 

10％増加 

保育所、認定こども園、幼稚園等での

ミニ講話 
７回 各２回 

小・中学校にける啓発用チラシの配布 未実施 町内全校 

未把握 

小学生 

10％増加 

中学生 

10％増加 

食育教室等における啓発 
小学校3回 

中学校3回 

小学校3回 

中学校3回 

給食時における啓発 

（毎月19日の「食育の日」）の活用） 
未実施 町内全校 

未把握 10％増加 

「和食の日」（11月 24日）の啓発 未実施 年１回 

食育教室等での和食の活用 ― ― 

伝承料理教室の開催 年１回 年１回 
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５．取り組みの方向性 

 食育は、町民一人一人が「食」に関わる問題を捉え、主体的に取り組むことが

大切です。また、生涯にわたって豊かな生活を送るために、各ライフステージに

応じた取り組みを明確にし、推進していきます。 

 

１）家庭での取り組み 

 家庭の食事は、心身ともに健やかに生涯を送るための基本です。特に子どもの 

食に関しては、家庭が重要な役割を担います。日常生活の中で、望ましい食習慣

を共に経験しながら身につけ、食文化に触れながら学び、親から子へ伝承してい

きます。 

 

２）地域・生産者での取り組み 

 多様な関係機関やボランティアなどが連携して、地域の特色を生かした食育活

動を実践することで、より大きな効果が期待されます。そこで、生産者との食農

体験活動、地場産品の供給などの情報発信により、地産地消への取り組みを推進

します。また、保育所や小学校、地域の行事など様々な場面で、町の食の課題を

共有しながら協働で取り組んでいきます。 

 

３）行政での取り組み 

 家庭での取り組み支援に重点をおきながら、地域、保育所、学校、関係機関、

団体等との連携を図り、食育活動に取り組みやすいネットワークづくりを進めて

いきます。また、食育に関わるボランティアの育成を支援します。 
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６．ライフステージに応じた取り組み 

 生涯にわたり健康で生き生きとした生活を送るためには、各ライフステージに

合わせた取り組みが必要となります。特に、子どもの「食」は生活を共にする家

族や地域、また、給食や食農体験等を共にする保育所や学校などの影響を大きく

受けます。よりよい食育を推進するため、大人も一緒に学び体験することで関心

を深められるよう、７つのライフステージに分け、関係者が連携して食育に取り

組んでいくこととします。 

 

ライフステージ 年齢区分 食育に関する事業 

妊娠・授乳期  母子手帳交付時における健康相談 

乳児期 １歳未満 

【食べる意欲を育てる】 

４か月児健康診査、７か月児育児相談、子育て支援

センター事業における食育指導 

幼児期 １～５歳 

【食習慣の基礎づくり】 

１歳児すこやか教室、１歳６か月児健康診査、２歳

６か月児歯科健康診査、３歳６か月児健康診査、子

育て支援センター事業、出前健康教育（祖父母参観

等）、保育所等における食育指導 

学童期 ６～１２歳 

【望ましい食習慣の定着】 

子ども食育教室、出前健康教育（学校、PTC、子ど

も会等）及び学校栄養士における食育指導 

思春期 １３～１８歳 

【自立に向けた食生活の基礎づくり】 

中学生食育教室、出前健康教育（学校、PTC、保健

委員会等）及び学校栄養士等における食育指導 

青年期 １９～３９歳 

【健全な食生活の実現】 

健診結果説明会、健診事後指導教室、地区健康教室

における食育指導 

壮年期 ４０～６４歳 

【食生活の維持と健康管理】 

健診結果説明会、健診事後指導教室、地区健康教室、

出前健康教育（各種団体）等における食育指導 

高齢期 ６５歳以上 

【食を通した豊かな生活の実現】 

健康診査保健指導、健診事後指導教室、地区健康教

室、ミニデイサービス介護予防講話、介護予防虎の

巻講座等における食育指導 

 全年齢 
健康のつどい、食の文化祭、ウォーキング大会、 

何でも健康相談等での食育指導 
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第６章 第２期計画の推進体制 

 

１．推進体制及び進行管理 

 食育推進にあたっては、家庭や地域、保育所、認定こども園、幼稚園、小・中学校、

食育に関わる各種団体、行政等の各部局が連携を深め、協働により食育活動が活性化

されるよう取り組みます。 

 また、行政においては、健康づくり、教育、産業振興等を中心に食育の施策を推進

します。 

本計画は、健康づくり推進協議会において審議を行うほか、食育推進検討会議で進

捗管理し、これらの推進体制を総合調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａction（見直し） 

・健康づくり推進協議会での審議 

・食育推進計画検討会議にて検討 

Ｐlan（計画） 

・第２期加美町食育推進計画 

・第２期加美町食育推進計画策定会議にて検討 

Ｃheck（評価） 

・食育推進計画検討会議で進捗管理 

Ｄo（実行） 

・庁内食育推進連絡会議での連携及び調整 

家庭、保育所、幼稚園、こども園、小中学校、

各種団体、関係機関（食育推進庁内連絡会議、

学校行政栄養士連携会議、学校給食地産地消

推進事業担当者会議、食育推進計画検討会議

等） 

情
報
の
共
有 
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２．協働による主体的な取り組み 

 第２期宮城県食育推進プランの基本方向には、「多様な機関の連携・協力による

食育の推進」と示されています。加美町においても、食育への取り組みをより効果

的に進めるため、行政だけでなく家庭、学校、保育所、関係団体が連携・協力し、

主体的な取り組みを推進します。 

 本計画策定に向けて、ワークショップを実施しました。食の課題解決のため、ど

の項目について取り組みたいか、どのような取り組みを誰に対して実施するのか具

体的な意見を頂きました。これらの意見を踏まえ、各団体等で実施できるよう支援

していきます。 

 

１）どの目標を達成するために取り組むか 

目 標 食育への取り組み ワークショップで選択した団体 

１．砂糖と塩分を 

減らそう 

（１）食育をとおした 

健康づくりの推進 

食育コーディネーター 食生活改

善推進員会 歯科医師会 保健福

祉事務所 地方振興事務所 保健

福祉課 

（２）適正摂取に関する 

啓発 

ＰＴＡ 学校栄養士 養護教諭 

高校教諭 食生活改善推進員会 

歯科医師会 保健福祉事務所 教

育委員会 保健福祉課 

２．加美町のおい 

しいお米や野 

菜のうま味を 

知ろう 

（１）食農体験の充実 

ＪＡ グリーンツー・リズム推進

会議 農林課 保育所 こども園 

地方振興事務所 

（２）地場産食材の利用 

拡大 

こども園 保育所 農林課 

３．家族一緒に楽 

しく食事をし 

よう 

（１）楽しく食べる環境 

づくりの推進 

ＰＴＡ グリーンツー・リズム推

進会議  食育コーディネーター 

保健福祉課 

（２）食事マナーや食文 

化の伝承 

食生活改善推進員会 高校 商工

会 地方振興事務所 
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２）具体的な取り組みと対象者 

目標１）『砂糖と塩分を減らそう』 

乳
幼
児
期 

学
童
期 

思
春
期 

成
人
期 

配布用献立表による啓発 【保健福祉課】 ○    

祖父母参観・保育参観での啓発 【こども園、保健福祉課】 ○    

クッキング保育での啓発 【保育所】 ○    

砂糖と塩を減らした給食の実践 【保育所、こども園】 ○    

甘いおやつなどを食べ過ぎず、野菜を食べようなどの紙芝居、エプ

ロンシアターなどでの話しかけ 【食育コーディネーター】 
○ ○   

２歳半歯科健診時の講話の活用（歯科医師へ依頼） 【歯科医師会】 ○ ○   

就学児健康診断のときに啓発 【教育委員会】 ○ ○   

一汁三菜の和食の献立 ≪夏休み子どもクッキング≫ 【一般代表】 ○ ○   

食育教室 【こども園、保健福祉課】  ○   

給食だよりに記載する 【栄養教諭】  ○   

展示物の作成 【栄養教諭】  ○   

ＰＴＡ講演会等で「食育」に関する内容の講演会を行う 【ＰＴＡ】  ○   

掲示物・保健だより 【養護教諭】  ○   

ＰＴＣ・スポーツ少年団への呼びかけ 【ＰＴＡ】  ○ ○  

砂糖と塩分の実験をする【食生活改善推進員会】  ○ ○  

ＰＴＡの講演会等で「食育」に関する内容の講演会を行う 

【ＰＴＡ】 
 ○ ○  

高校と食生活推進員会とのコラボ 【食生活改善推進員会】   ○  

高校生が食生活改善推進員会に学ぶ・手伝う 【高校】   ○  

料理教室 【食生活改善推進員会】   ○  

清涼飲料水の飲み過ぎによるリスクの啓発 【歯科医師会】   ○ ○ 

食育スタンプラリーなどの活用で楽しく参加 【保健福祉課】    ○ 

各種団体の取り組み発信 【地方振興事務所】    ○ 

地産地消との連携をバックアップ 【地方振興事務所】    ○ 

独身男性もしくは既婚者（夫）への糖分摂取の周知 【歯科医師会】    ○ 

砂糖と塩を減らした食事の啓発・試食等 【保健福祉課】    ○ 

職域への健康かわら版配布 【保健福祉事務所】    ○ 

事業所における健康づくり支援 【保健福祉事務所】    ○ 

どんな食べ物をどう食べるか（塩、砂糖など） 

≪大人向けセミナー≫ 【一般代表】 
   ○ 
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目標２）『加美町のおいしいお米や 

野菜のうまみを知ろう』 

乳
幼
児
期 

学
童
期 

思
春
期 

成
人
期 

認定こども園、保育所の畑での栽培活動の充実→指導者（支援者の

協力） 【保育所、こども園、ＪＡ】 
○    

４園の５歳児の農業体験継続：田植え、稲刈り 

【こども園、グリーンツー・リズム推進会議】 
○    

ＪＡとの連携→地場産食材 【保育所、こども園】 ○    

クッキング教室 【幼稚園保護者】 ○    

畑での栽培活動親子体験 【幼稚園保護者】 ○    

料理教室の開催 【ＪＡ】  ○   

米、野菜作り体験 【ＪＡ】  ○   

一汁三菜の和食献立 ≪夏休みこどもクッキング≫ 【一般代表】  ○   

学校とＪＡとの連絡調整 【農林課】  ○   

学校、農業者等の顔つなぎ 【農林課】  ○   

地場産食材をできるだけ食卓に提供し、ＰＲする 

【グリーンツー・リズム推進会議】 
  ○  

一汁三菜和食について（みそ汁づくり、添加物の話） 【一般代表】   ○  

各種団体の取り組みの情報発信 【地方振興事務所】    ○ 

生産者等との連携を支援する 【地方振興事務所】    ○ 

地場産食材の利用 【商工会】    ○ 

地場産食材の利用拡大推進 【商工会】    ○ 
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目標３）『家族一緒に楽しく食事をしよう』 

乳
幼
児
期 

学
童
期 

思
春
期 

成
人
期 

各家庭で楽しく会話しながら食事をする 【幼稚園保護者】 ○    

親の会でバーベキューや流しそうめん、鮎のつかみ取り体験など親

子で楽しめる行事 【幼稚園保護者】 
○    

食事マナーの指導 【保育所、こども園】 ○    

農業体験の中で農産物を知ってもらう 

【グリーンツー・リズム推進会議】 
○ ○   

紙芝居、エプロンシアターなどで、食べることの大切さを伝える 

【食育コーディネーター】 
○ ○   

おいしく食べるように 【ＪＡ】  ○   

歌やお口の体操の考案 【ＪＡ】  ○   

マナーを指導してもらう 【食生活改善推進員会】  ○   

「家族団らんの日」の設定と推進 【保健福祉課】  ○   

キャッチフレーズの募集など（子どもに対して） 【保健福祉課】  ○   

「たより」の作成 【栄養教諭】  ○   

給食時間での常時指導 【栄養教諭】  ○   

祖父母参観等で地域の方や、おじいさん、おばあさんを招いて、昔

の食文化や作り方、はしの持ち方等を学ぶ 【ＰＴＡ】 
 ○ ○  

食事をする時間帯をなるべく合わせ、家族みんなで食事をする 

【ＰＴＡ】 
 ○ ○  

その日におこった出来事等を食事の時間に話し合う。会話をしなが

ら食事を楽しむ！ 【ＰＴＡ】 
 ○ ○  

食の文化祭に食生活改善推進員と高校生と共に参加する 

【食生活改善推進員会、高校】 
  ○  

食の文化祭、イベントの参加 【高校】   ○  

家庭菜園又は近所の人からのおすそ分け等を食卓に出し、その食材

について話題で会話をはずませる 【ＰＴＡ】 
  ○ ○ 

食事作り等も手伝わせながら食事をする際に「上手くなったね」や

「おいしくできたね」など会話をしながら食べる 【ＰＴＡ】 
  ○ ○ 

食文化（素材）の情報発信 【地方振興事務所】    ○ 

地産地消との連携を支援する 【地方振興事務所】    ○ 

食の文化祭やイベントへの参加 【商工会】    ○ 
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１）加美町食育推進検討会議設置要綱 

（平成２０年６月２３日加美町告示第１６号） 

（設置） 

第１条 加美町の食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、加美町食育推進

検討会議（以下「検討会議」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 検討会議の所掌事務は、次のとおりとする。 

（１）加美町食育推進計画（食育基本法（平成１７年法律第６３号）第１８条に規定する

市町村食育推進計画をいう）の作成及びその推進に関すること。 

（２）前号に掲げるもののほか、本町における食育の推進に係る重要事項に関すること。 

（組織） 

第３条 検討会議は、委員２０人以内で構成し、次の各号に掲げる者の内から町長が委嘱

する。 

（１）学識経験者 

（２）食育の推進に関係する団体の役員又は職員 

（３）その他町長が適当と認めた者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 前項の委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （役員） 

第５条 検討会議に会長及び副会長を各１名置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、検討会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 検討会議の会議は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 検討会議の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 検討会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長が決

する。 

４ 会長は必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め意見又は説明を聞くこ

とができる。 

（補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、検討会議の運営に関し必要な事項はその都度検討

会議に諮って定めるものとする。 

   附則 

  この告示は、平成２０年６月２３日から施行する。 
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２）加美町食育推進検討会議委員名簿  

 氏  名 所   属 

1 佐々木 裕子 仙台白百合女子大学 人間学部健康栄養学科 准教授 

2 大山 匡 一般社団法人 加美郡医師会 副会長 

3 塚辺 勲 一般社団法人 大崎歯科医師会 理事 

4 伊藤 由子 加美町議会議員 

5 星 裕子 宮城県北部保健福祉事務所 健康づくり支援班技師 

6 白鳥 まゆみ 宮城県北部地方振興事務所 地方振興部次長 

7 齋藤 せい子 加美町食生活改善推進員会 会長 

8 村山 斌夫 加美町教育委員会 教育委員長 

9 伊藤 延夫 加美町学校長 中新田中学校長 

10 早坂 早苗 加美町保護者会 鳴瀬小学校 PTA 会長 

11 伊藤 悠紀 加美町学校栄養士 宮崎小学校栄養教諭 

12 大谷 栄夫 ＪＡ加美よつば農業協同組合 園芸課長 

13 佐々木 庸江 加美町商工会 女性部常任委員 

14 佐藤 英夫 加美町グリーン・ツーリズム推進会議 会長 

15 加藤 重子 地区生産者代表 花袋天王 

16 尾出 弘子 一般代表 食養工房てんだぁ・はぁと 

17 鈴木 由記子 一般代表 みやぎ食育コーディネーター 

 

３）第２期加美町食育推進計画策定会議委員名簿 

 氏  名 所   属 

1 佐々木 裕子 仙台白百合女子大学 人間学部健康栄養学科 准教授 

2 柳川 けさの 加美町食生活改善推進員会 理事 

3 板垣 美佳 スポーツ少年団指導者協議会 代表 

4 半田 とみ江 ＪＡ加美よつば農業協同組合生活部生活課 女性部担当 

5 梅 紀子 宮城県中新田高等学校 家庭科教諭 

6 後藤 須美子 認定こども園おのだひがし園保育園部 次長 

7 早川 寿美 中新田幼稚園保護者 代表 

8 佐藤 裕子 東小野田小学校 栄養教諭 

9 豊田 みなみ 西小野田小学校 養護教諭 

10 早坂 早苗 鳴瀬小学校 PTA 会長 

11 伊藤 恵 スポーツ少年団親の会 代表 

12 長沼 太一 加美町グリーン・ツーリズム推進会議 副会長 

13 千葉 淑子 子育て支援室 保育所給食担当 

14 武田 明美 教育総務課 学校教育係 

15 佐々木 彩 農林課 地産地消担当 
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４）計画策定の経過 

 開催日 内  容 

第１回策定会議及び 

第１回検討会議 

平成２６年 

 ６月２３日 

グループワーク       資料１ 

①加美町の子ども達の食環境、食習慣、健 

康等に関して気になること 

②加美町の子ども達に将来どうなってほし 

いか 

③（②について）そのためには、どうすれ 

ばいいのか。 

第２回策定会議 
平成２６年 

 ７月２４日 

グループワーク       資料２ 

「組織として取り組めることを提案しよ 

う」 

第３回策定会議 
平成２６年 

 ８月２１日 

グループワーク       資料３ 

「計画の柱と具対策について確認しよ

う」 

第４回策定会議 
平成２６年 

１０月１４日 

グループワーク       資料４ 

「主体的な取り組みについての具体策の

提案①」 

第５回策定会議及び 

第２回検討会議 

平成２６年 

１１月１８日 

グループワーク       資料５ 

「主体的な取り組みについての具体策の

提案②」 

パブリックコメント 

の実施 

平成２６年１２月 

～平成２７年１月 
素案についての意見公募 

第３回検討会議 平成２７年３月 
第１期計画の評価及び第２期加美町食育

推進計画達成に向けての確認 
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≪資料１≫ 第１回会議 

テーマ１ 『加美町の子ども達の食環境、食習慣、 

健康等に関して気になること』 

 

・「早寝早起き朝ごはん」は、以前より実践している子ども達が多くなってきているように

思われる。 

・「早寝早起き朝ごはん」のなかでキャッチフレーズのせいか、朝ごはんを食べる割合、そ

の他の食に関することは概ね向上していると思う。 

・朝気分よく目覚める子どもがあまり多くないのは、前日就寝時間が遅いことの由来か気に

なった。 

・小学生の朝食欠食・・・就寝遅くて起床も遅いため空腹感なし 

・朝ごはんのバランスが悪い（例：肉まん、クロワッサンのみなど） 

・遅くまで起きている・・・朝食の内容乏しい 

・目覚めが悪い 

・保護者の朝食摂食状況が気になる。 

・親が朝食を食べないのが気になる。 

 

・バランスの良い食事 

・食育に関して給食時間等で、今日の献立、メニュー、食材に関する情報を与え、子ども達

に栄養バランスの意識付けを図っているが・・・ 

・好き嫌いが見られる生徒がいる。 

・野菜を食べない。 

・お昼は学校給食、夜は時間にゆとりがあるためバランスのとれた食事をとれていると思う

が、朝食は時間がないため偏った食事になりがちで、成長期である子供たちは貧血などの

症状がでる子どももいるのではないか。 

・食べ放題、飲み放題の店が多い。食べ過ぎになる。 

・もりもり食べすぎている。 

・園や集団では偏食なく食べるが、家庭では好きなものだけに偏ってしまう傾向がみられる。 

・外食が多く、和食より洋食が多いため野菜が少ない。 

・食べたいというもの、食べられるもの、好きな物を与えられている子どもがいる。 

・朝の食材で取り入れればよいというものがあると良い。 

・保護者の食内容（主食・主菜・副菜のバランス）が悪い。 

 

・甘味のついた飲み物 

・夕食後のおやつは、食べない人の割合が増えるようにした方がよいと思う。 

（甘味のついた飲み物も） 

・甘味のついた飲み物・・・生徒は、水や麦茶を好まない。運動能力は上がるのだろうか？

運動部のマネージャーは薄めて出して利用しているようだが、、、 
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・夕食後におやつを食べている。 

・夕食後のおやつ 

・ジュースの購入（箱買い、箱売り） 

・風呂上りのアイス（土地柄？）・・・売っている状況が都市部と異なる？ 

・おやつ（飲み物含む）を食べる時間がダラダラ？・・・TVを見る時間も長い 

                        （親も一緒におやつ？） 

・おやつのとり方・・・スナック、ジュースが多い（１袋ずつ与えられている） 

・飲み物となるジュース等甘い物になっている。 

・甘味のある飲み物の摂取が減らない。 

・飲み物・・・甘味のついている飲み物については減少していない（むし歯、肥満） 

・甘い飲み物を毎日とる子が増えている。（38.1％） 

・帰宅後おやつを食べすぎて食事が食べられない。 

・地域さ・・・祖父母と同居だとおやつ多い 

    ・・・店がないと大量購入？ 

 

・適正体重維持に関して・・・肥満、甘い物 

・肥満児も増えている 

・肥満児が多い 

 

・むし歯を作らない環境とむし歯になったら治療し、増やさない環境づくりが大切である。 

・歯を大切に（いつまでもおいしく食べられるよう） 

・歯の健康を考えてほしい。 

・むし歯のある子は１人でたくさん持っている、ない子はない。 

・むし歯のない子の育成 

・口腔衛生に関しての習慣 

・歯みがきをする。 

・口腔ケアについての意識付けが、他項目に比して低い。 

・歯科指導の充実 

 

・噛めない子が多くなっている（足が着く状況にして噛むことができる環境をつくる） 

・よくかまないで早食いの子どもも見られる。 

（カミング３０～１口３０回以上よくかむ～肥満予防や脳の活性等のために徹底させたい） 

 

・食卓を囲む環境（親と共に食事をとらない） 

・孤食の子ども 

・一人で食事をする。 

・箸の使い方（マナー）が身についていない。 

・食事の手伝いをしていない。 
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・元気がない？ 

・家庭環境・・・子どもの体験不足（箸の持ち方、食べ方、調理技術） 

        親の考え方の両極性（関心の高さや考え方が極端） 

・親の負担が大きい・・・スポーツの試合など 

・食環境は恵まれている 

・放射線基準値を満たしているものを食べてはいても、このままで大丈夫なのか？ 

・地元の食材が手に入る環境である。 

・外遊びをしていない、学校も車で送迎（歩かない） 

 

・分かっているけど実行できない。 

・計画当初より気になるのは保護者 

・これ以上達成が難しいのであれば（１期計画）やはり子どもに期待する。 
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テーマ２ 『加美町の子ども達に、将来どうなってほしいか』 

・健康であってほしい。 

・健康な体、豊かな心、何事にも頑張れる人間 

・健康な体 

・元気な人（疲れやすい人が多い）→１日もたない、ちゃんと食べられることができる人 

・健康な体で食や人生を楽しんでほしい。 

・自分や家族の健康、健康的な生活をおくることができる。 

・素晴らしい環境のもとで、心身ともに健康でいてほしい。 

・意欲的に物事にあたる子になってほしい。 

・食欲ある子（正しい食の選択で）食欲＝意欲 

・違いの分かる子になってほしい。 

・加美町を好きになってもらい、加美町に貢献したいという子どもになってほしい。 

・将来を強く生き抜いてほしい。 

 

・食生活の大切さを理解し、自分で行動できる子ども 

・自己管理できる 

・食生活における自立と外食のみの頼らないバランスの良い食生活、バランス良くコンビ

ニ等を利用できる人。 

・自分の食は自分で選びとる力を養ってほしいと思う。どんなものをどの位食べたら良い

のか、そしていざという時は自分で食事が作れる子どもになってほしい。（健康になるた

めに食べ方、生活の仕方等を小さい頃から身に付ける） 

・正しく理解し、選ぶ力のある子ども（健康、成長のために） 

・正しく食べ物を選択できるように（安易にインスタントではなく） 

・小さい頃からの体験が大切・・・健康にいいものを選べる力を身に付ける。 

・しっかりとした食生活を身につける。 

 

・１日３食きちんと食事を 

・朝食が充分でない、量が少ない 

・朝食をきちんと 

・保護者の朝食を！ 

・保護者の朝食・・・早寝早起き朝ごはん 

 

・好き嫌いなく食べてほしい。 

・好き嫌いのない食事をしてもらいたい。 

・偏食のない子どもに育ってほしい。 

・野菜を食べて、よく噛んで、味わって、体の中から健康に!! 

・自分の食事は自分で作れる（量やバランス）・・・体験できる環境づくり 
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・バランスよく利用できる（コンビニ、スーパー）・・・帰り遅い生徒が選べる 

・バランスが良くない。 

・和食の素晴らしさを知ってもらい欧米化しつつある食生活を見直し、我が家の伝統料理

といったものを伝授してもらいたい。 

 

・寝る前の間食をしない。 

・間食は甘い物を食べずにおにぎりを 

・甘味を減らす。 

・飲み物など牛乳、麦茶など甘い物を避けるようになってほしい。 

 

・歯みがきの習慣が身についていない。 

・食後の歯みがきが家庭ではどうなっているのでしょうか？小学生以上 

 

・料理ができる（炒めることはできる、煮る→めんつゆオンリー） 

・食の経験を積んでほしい。 

・味、におい等で 

 

・近く（地場）で取れる食材に感謝してお食事（食べる事）を大事に、楽しんで元気な加

美町っ子を育ってほしいと思う。 

 

・食材、食事を作ってくれる方への感謝の気持ち 

・運動会の景品がジュース１箱とか、イベントで出される飲み物がジュース 

・行事（運動会、各種スポ少）の際に配布する飲み物に気をつけてほしい。 

・食事を楽しめる心のゆとり 

・農業体験 

・グリーン・ツーリズム（仙台圏）60人を受け入れているが、加美町の子どもに作る楽し

みを知ってほしい。地元の食材を知ってほしい。 

・この食材を食べたらいいというものを本にしてもらうなど。 

・情報を流してほしい。 

・地元に残ってほしい。 
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テーマ３ 『（２について）そのためには、どうすればできるのか』 

・継続的な食育活動の推進 

（幼少期～小中学生までの間での様々なアプローチが重要と思う） 

・学校教育、食育が土台（受験勉強対策）・・・家庭科は一食の献立でなく一品が主流に 

・食育講演会を行い食の大事さを伝えていきたい・・・たくましく、加美町に貢献してほ

しい 

・出前講座や PTC 活動、保育参観、広報、学校、保育園だより、HPなどで情報発信 

・学校教育における望ましい食生活のあり方を教科等の学習で更に強化すべきだと思う。

子どもを通して親御さんの啓発も図り、「学校教育校門を出ず」と言われないようにした

い。 

・子どもと親に対しての食育が必要だと痛感している。小学校から、添加物、甘味料等の 

勉強をする。TPP になると遺伝子組換え食品があふれ、しかも表示されなくなる。その 

辺の教育、放射能に関する勉強（最終処分場になぜ反対しなければならないのか？）私 

たちはもっと勉強して無知であってはならないと痛感している。（なんと言っても健康に 

生きるための知識が必要） 

・連携が大切（農家・・・給食・・・流通） 

・課題の共有 

 

・小さい頃からの教育が大切。 

・保育園などの子ども達などから食の大切さを教えていく。 

・子どもの頃に食の教育がなされていない親、親になってからも同じ。 

 

・親子で学ぶ機会（参観日の活用） 

・親子で食べる機会 

・家庭との連携（事あるごとに呼びかける） 

・保護者の食生活習慣の見直しが必要 

・親の教育が大切 

・保護者の意識（栄養バランス）を気にかける食卓づくりに努めてほしい。 

・各家庭での日々の生活の過ごし方が大事（コミュニケーションをとりながら）食に対し 

ての興味を持たせる。 

・自分で一食分考えてみる（中高ではどうか） 

・味覚の教育・・・「おいしい」の感覚、ジェネレーションギャップ 

（素材のおいしさ、本物がおいしいの感覚） 

・家庭でのお手伝い、調理への参加（習慣） 

・小さい頃から料理の作り方を勉強させる（特に学校で料理の時間） 

・食べる機会を多く（正しい味覚、本物の味） 

・ファストフードが悪いというわけではない。食べ方を教えていくことも大事。 
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・食事マナーの根気強い指導 

・楽しい給食（食事）となる雰囲気づくり。 

 

・給食は加美町の食材を使用してほしい（加美町食材給食の日を増やしてほしい） 

・地元の米、野菜を使って料理する。 

 

・各地の特色をいかしたもの（お祭りなど）に親子や家族で参加する。 

 

・仙台方面から毎年グリーン・ツーリズムで中学生が２泊３日で農業体験に来るが、加美

町の小中学生も泊まらなくていいからお米を育てたり、自分たちの育てた野菜を食べ

る！ということも取り入れていってもいいのではない。 

・小学校で農業体験を行っている・・・新米試食会 

・野菜を育てて、その食材を使ったクッキングを行っている。 

 ⇒苦手なものでも食べられるようになったという話を聞く・・・体験を増やす 

・野菜に関心を持ち自分で育てたものを食べることで食の大切さを知ってほしい。 

・野菜のうまみ 

 

・食品のトラブル（虚偽等々）多くなってきている。加美町の食材と食文化に感謝してみ

んなで作って、食事を楽しく!! 

・早寝早起き朝ごはんのキャッチフレーズ推進 

・早く寝る（１０時までに） 

・外で体を動かす 

・運動不足である 

・脱水の予防は水またはお茶を 
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目
標
１
）
砂
糖
と
塩
分
を
減
ら
そ
う

乳
幼
児
期

成
人
期

配
布
用
献
立
表
に
よ
る
啓
発

（
保
健
福
祉
課
）

祖
父
母
参
観
・
保
育
参
観
で
の
啓
発

（
行
政
、
こ
ど
も
園
）

ク
ッ
キ
ン
グ
保
育
で
の
啓
発

（
保
育
所
）

食
育
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
活
用

（
楽
し
く
参
加
）

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
り
組
み

食
育
教
室

（
こ
ど
も
園
、
保
健
福
祉
課
）

給
食
だ
よ
り
に
記
載
す
る

（
学
校
栄
養
士
）

砂
糖
と
塩
分
の
実
験
を
す
る

（
食
改
）

展
示
物
を
作
成
す
る

（
学
校
栄
養
士
）

掲
示
物
・
ほ
け
ん
だ
よ
り

（
保
健
指
導
）

P
T
A
講
演
会
等
で
「
食
育
」
に
関
す
る

内
容
の
講
演
会
を
行
っ
て
み
る
（
P
T
A
)

学
童
期 P
T
C
・
ス
ポ
少
へ
の
呼
び
か
け

（
P
T
A
)

思
春
期

高
校
と
食
改
と
の
コ
ラ
ボ

5１



目
標
２
）
加
美
町
の
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
の
う
ま
味
を
知
ろ
う

乳
幼
児
期

学
童
期

思
春
期

成
人
期

園
、
保
育
所
の
畑
で
の
栽
培
活
動
の
充
実

→
指
導
者
（
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、
J
A
女

性
部
）

４
園
の
５
歳
児
の
農
業
体
験
継
続
：
田
植

え
、
稲
刈
り
（
こ
ど
も
園
、
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝﾂ
ｰ・

ﾘ
ｽﾞ
ﾑ）

J
A
と
の
連
携
→
地
場
産
食
材

（
こ
ど
も
園
、
保
育
所
）

料
理
教
室
の
開
催

（
J
A
)

米
野
菜
作
り
の
体
験

（
J
A
)

学
校
と
J
A
と
の
連
絡
調
整

（
農
林
課
）

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
り
組
み
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目
標
３
）
家
族
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
し
よ
う

乳
幼
児
期

学
童
期

思
春
期

成
人
期

お
い
し
く
食
べ
る
よ
う
に
す
る

（
J
A
)

歌
や
お
口
の
体
操
の
考
案

（
J
A
)

マ
ナ
ー
を
指
導
し
て
も
ら
う

家
族
団
ら
ん
デ
ー
の
日
の
設
定
と
推

進 キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集
な
ど

（
子
ど
も
に
対
し
て
）

食
の
文
化
祭
に
（
食
改
と
高
校
生

が
）
共
に
参
加
す
る

食
の
文
化
祭
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

（
高
校
）

家
庭
菜
園
又
は
近
所
の
人
か
ら
の
お
す
そ
わ

け
等
を
食
卓
に
出
し
、
そ
の
食
材
に
つ
い
て

の
話
題
で
会
話
を
は
ず
ま
せ
る
（
P
T
A
)

食
事
を
す
る
時
間
帯
を
な
る
べ
く
合
わ
せ
、

家
族
み
ん
な
で
食
事
を
す
る
（
P
T
A
)

そ
の
日
に
お
こ
っ
た
出
来
事
等
を
食
事
の
時

間
に
話
し
合
う
。
会
話
を
し
な
が
ら
食
事
を

楽
し
む
！
（
P
T
A
)

食
事
作
り
等
も
手
伝
わ
せ
な
が
ら
食
事
を
す

る
際
に
「
上
手
く
な
っ
た
ね
」
や
「
お
い
し

く
な
っ
た
ね
」
な
ど
会
話
し
な
が
ら
食
べ
る

（
P
T
A
)

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
り
組
み
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★
取
り
組
み
提
案
に
つ
い
て
、
誰
に
対
し
て
取
り
組
む
か
。

目
標
１
）
砂
糖
と
塩
分
を
減
ら
そ
う

甘
い
お
や
つ
な
ど
を
食
べ
過
ぎ
ず
、
野

菜
を
食
べ
よ
う
な
ど
の
紙
芝
居
ｴﾌ
ﾟﾛ
ﾝｼ

ｱﾀ
ｰな

ど
で
の
話
し
か
け
【
食
育
ｺｰ
ﾃﾞ
ｨ

ﾈｰ
ﾀｰ
】

P
T
C
・
ス
ポ
少
へ
の
呼
び
か
け

【
P
T
A
】

清
涼
飲
料
水
の
飲
み
過
ぎ
に
よ
る
リ
ス

ク
の
啓
発
【
歯
科
医
師
会
】

一
汁
三
菜
の
和
食
の
献
立
、
夏
休
み
子

ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
【
一
般
代
表
】

ど
ん
な
食
べ
物
を
ど
う
食
べ
る
か
・

塩
、
砂
糖
な
ど
　
≪
大
人
向
け
セ
ミ

ナ
ー
≫
【
一
般
代
表
】

２
歳
半
歯
科
検
診
時
の
講
話
で
の
活
用

≪
各
歯
科
医
師
へ
依
頼
≫
【
歯
科
医
師

会
】

砂
糖
と
塩
分
の
実
験
を
す
る
【
食
改
】

職
域
へ
の
健
康
か
わ
ら
版
配
布
【
保
健

福
祉
事
務
所
】

就
学
児
健
康
診
断
の
時
に
啓
発
【
教
育

委
員
会
】

P
T
A
の
講
演
会
等
で
「
食
育
」
に
関

す
る
内
容
の
講
演
会
を
行
っ
て
み
る

【
P
T
A
】

事
業
所
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
支
援

【
保
健
福
祉
事
務
所
】

砂
糖
と
塩
を
減
ら
し
た
給
食
の
実
践

【
保
育
所
、
こ
ど
も
園
】

P
T
A
講
演
会
等
で
「
食
育
」
に
関
す

る
内
容
の
講
演
会
を
行
っ
て
み
る

【
P
T
A
】

独
身
男
性
も
し
く
は
既
婚
者
（
夫
）
へ

の
糖
分
摂
取
の
周
知
【
歯
科
医
師
会
】

掲
示
物
・
ほ
け
ん
だ
よ
り
【
学
校
養
護

教
諭
】

砂
糖
を
塩
を
減
ら
し
た
食
事
の
啓
発
・

試
食
等
【
保
健
福
祉
課
】

ク
ッ
キ
ン
グ
保
育
で
の
啓
発
【
保
育

所
】

展
示
物
の
作
成
【
学
校
栄
養
士
】

料
理
教
室
【
食
改
】

地
産
地
消
と
の
連
携
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

【
地
方
振
興
事
務
所
】

祖
父
母
参
観
・
保
育
参
観
で
の
啓
発

【
こ
ど
も
園
、
行
政
】

配
布
用
献
立
表
に
よ
る
啓
発
【
保
健
福

祉
課
】

食
育
教
室
【
こ
ど
も
園
、
保
健
福
祉

課
】

高
校
と
食
改
と
の
コ
ラ
ボ
【
食
改
】

食
育
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
活
用
で

楽
し
く
参
加
【
保
健
福
祉
課
】

給
食
だ
よ
り
に
記
載
す
る
【
学
校
栄
養

士
】

高
校
生
が
食
改
に
学
ぶ
・
手
伝
う
【
高

校
】

各
種
団
体
の
取
り
組
み
発
信
【
地
方
振

興
事
務
所
】

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
り
組
み

乳
幼
児
期

学
童
期

思
春
期

成
人
期
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基
本
目
標
２
）
加
美
町
の
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
の
う
ま
味
を
知
ろ
う

乳
幼
児
期

学
童
期

思
春
期

成
人
期

園
、
保
育
所
の
畑
で
の
栽
培
活
動
の
充

実
→
指
導
者
【
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、

J
A
部
】

料
理
教
室
の
開
催
【
J
A
】

地
場
産
食
材
を
で
き
る
だ
け
食
卓
に
提

供
し
、
P
R
す
る
【
ｸﾞ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾂ
ｰ
・
ﾘ
ｽ
ﾞ
ﾑ
推

進
協
議
会
】

各
種
団
体
の
取
り
組
み
の
情
報
発
信

【
地
方
振
興
事
務
所
】

４
園
の
５
歳
児
の
農
業
体
験
継
続
：
田

植
え
、
稲
刈
り
【
こ
ど
も
園
、
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝ

ﾂｰ
・
ﾘｽ
ﾞﾑ
】

米
野
菜
作
り
の
体
験
【
J
A
】

一
汁
三
菜
和
食
に
つ
い
て
　
み
そ
汁
づ

く
り
、
添
加
物
の
話
【
一
般
代
表
】

生
産
者
等
と
の
連
携
を
支
援
す
る
【
地

方
振
興
事
務
所
】

J
A
と
の
連
携
→
地
場
産
食
材
【
こ
ど

も
園
、
保
育
所
】

一
汁
三
菜
和
食
の
献
立
　
夏
休
み
子
ど

も
ク
ッ
キ
ン
グ
【
尾
出
】

地
場
産
食
材
の
利
用
【
商
工
会
】

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
【
幼
稚
園
保
護
者
】

学
校
と
J
A
と
の
連
絡
調
整
【
農
林

課
】

地
場
産
食
材
の
利
用
拡
大
推
進
【
商
工

会
】

畑
で
の
栽
培
活
動
親
子
体
験
【
幼
稚
園

保
護
者
】

学
校
・
農
業
者
等
の
顔
つ
な
ぎ
【
農
林

課
】

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
り
組
み
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基
本
目
標
３
）
家
族
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
し
よ
う

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
り
組
み

歌
や
お
口
の
体
操
の
考
案
【
J
A
】

マ
ナ
ー
を
指
導
し
て
も
ら
う
【
食
改
】

成
人
期

乳
幼
児
期

学
童
期

各
家
庭
で
楽
し
く
会
話
し
な
が
ら
食
事

を
す
る
【
幼
稚
園
保
護
者
】

親
の
会
で
B
B
Q
や
流
し
そ
う
め
ん
、
鮎

の
つ
か
み
取
り
体
験
な
ど
親
子
で
楽
し

め
る
行
事
【
幼
稚
園
保
護
者
会
】

マ
ナ
ー
の
指
導
【
こ
ど
も
園
、
保
育

所
】

食
の
文
化
祭
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

【
高
校
】

思
春
期

お
い
し
く
食
べ
る
よ
う
に
す
る

【
J
A
】

食
の
文
化
祭
に
食
改
と
高
校
生
が
共
に

参
加
す
る
【
食
改
・
高
校
】

食
文
化
（
素
材
）
の
情
報
発
信
【
地
方

振
興
事
務
所
】

地
産
地
消
と
の
連
携
を
支
援
す
る
【
地

方
振
興
事
務
所
】

食
の
文
化
祭
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

【
商
工
会
】

た
よ
り
の
作
成
【
学
校
栄
養
士
】

給
食
時
間
で
の
常
時
指
導
【
学
校
栄
養

士
】

祖
父
母
参
観
等
で
地
域
の
方
や
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を
招
い
て
、
昔

の
食
文
化
や
作
り
方
、
は
し
の
持
ち
方

等
を
学
ぶ
【
P
T
A
】

農
業
体
験
の
中
で
地
元
の
農
産
物
を

知
っ
て
も
ら
う
【
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝﾂ
ｰ・

ﾘｽ
ﾞﾑ
推

進
会
議
】

紙
芝
居
、
ｴﾌ
ﾟﾛ
ﾝｼ
ｱﾀ
ｰな

ど
で
、
食
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
【
食
育
ｺｰ

ﾃﾞ
ｨﾈ
ｰﾀ
ｰ】

食
事
を
す
る
時
間
帯
を
な
る
べ
く
合
わ

せ
、
家
族
み
ん
な
で
食
事
を
す
る

【
P
T
A
】

そ
の
日
に
お
こ
っ
た
出
来
事
等
を
食
事

の
時
間
に
話
し
合
う
。
会
話
を
し
な
が

ら
食
事
を
楽
し
む
！
【
P
T
A
】

食
事
作
り
等
も
手
伝
わ
せ
な
が
ら
食
事

を
す
る
際
に
「
上
手
く
な
っ
た
ね
」
や

「
お
い
し
く
な
っ
た
ね
」
な
ど
会
話
し

な
が
ら
食
べ
る
【
P
T
A
】

家
庭
菜
園
又
は
近
所
の
人
か
ら
の
お
す

そ
わ
け
等
を
食
卓
に
出
し
、
そ
の
食
材

に
つ
い
て
の
話
題
で
会
話
を
は
ず
ま
せ

る
【
P
T
A
】

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集
な
ど
（
子

ど
も
に
対
し
て
）
【
保
健
福
祉
課
】

家
族
団
ら
ん
デ
ー
の
日
の
設
定
と
推
進

【
保
健
福
祉
課
】
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５）国・県の現状値及び目標値 

 

内閣府：第２次食育基本計画（平成２３年度から平成２７年度まで） 

 現状値 目標値 

①食育に関心を持っている国民の割合の増加 70.5％ 90％以上 

②朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回 

数の増加 

朝食+夕食 

週平均 9 回 

朝食+夕食 

週平均 10 回以上 

③朝食を欠食する国民の割合の減少 

こども 1.6％ こども 0％ 

20～30 歳代男性 

28.7％ 

20～30 歳代男性 

15％以下 

④学校給食における地場産物を使用する割合の増加 26.1％ 30％以上 

⑤栄養バランス等に配慮した食生活を送っている国 

民の割合の増加 
50.2% 60%以上 

⑥内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の予 

防や改善のための適切な食事、運動等を継続的に実 

践している国民の割合の増加 

41.5％ 50％以上 

⑦よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心の 

ある国民の増加 
70.2％ 80％以上 

⑧食育の推進に関わるボランティアの数の増加 34.5 万人 37 万人以上 

⑨農林漁業体験をした国民の割合の増加 27％ 30％以上 

⑩食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている 

国民の割合の増加 
37.4％ 90％以上 

⑪推進計画を作成・実施している市町村の割合の増加 40％ 100％ 
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宮城県：第２期宮城県食育推進プラン（平成２３年度から平成２７年度まで） 

 現状値 目標値 

①朝食を欠食する人の割合の増加 

小学６年 

2.6％ 

小学６年 

2％以下 

20～30 歳代男性 

30.8％ 

20～30 歳代男性 

23％以下 

②脂肪エネルギー比率の減少（２０から４０歳代） 25.6％ 25％以下 

③１日当たりの野菜摂取量（成人） 307.4ｇ 350ｇ以上 

④主食・主菜・副菜をそろえて食べるようにしている 

人の割合 
70.6％ 75％ 

⑤食事の量は適量を心がけている人の割合 78.1％ 85％ 

⑥栄養成分表示を参考にしている人の割合 40.9％ 50％ 

⑦肥満傾向児の出現率 

中学１年生 

男子 16.56％ 

中学１年生 

男子 11％ 

中学１年生 

女子 14.11％ 

中学１年生 

女子 9％ 

⑧メタボリックシンドローム該当者及び予備軍の割

合（４０から７４歳） 
30.8％ 26.7％ 

⑨３歳児一人平均むし歯本数 1.52 本 1 本以下 

⑩学校給食の地場産野菜等の利用品目数の割合 30.8％ 33.6％ 

⑪主要な都市農村交流拠点施設の利用人口 901 万人 1,000 万人 

⑫農産物直売所推定売上高 69 億円 85 億円 

⑬農業体験学習に取り組む小・中学校の割合 79.4％ 90％ 

⑭みやぎ食の安全安心消費者モニターの活動率 64％ 80％ 

⑮みやぎの食育コーディネーターによる食育推進活

動への参加人数 
7,231 人 15,000 人 

⑯食育推進計画を作成・実施している市町村の割合 91.4％ 100％ 

 




